















































































































『新詩論』創刊については、村野、北園が創刊号「後記」でその背景等を語っていた。まず村野の発言を見れば、創刊には愛国詩が量産される状況への危機感が働いていた。村野は「詩人も詩人がもつあらゆる効用を絞つて奉公 ために出発すべきで、その為にその感激性を動員して愛国詩も書きなぐらなければならな 」と翼賛姿勢を強調する とも 、 「莫大な実用性」の要求により、 「余程詩人がしつかりしてゐないと詩の体系が混乱に陥る」危惧もあわせて指摘し、そのためにも「…詩人は詩人本来の純乎たる世界を確保し、持続しつづけなければならない。われわれはいかなる時に於てもこの領域 本拠をもちつづけることを希望するのである。 」との主張を展開する。詩の「実用性」を認めつつ、詩人の本質 純乎たる世界」の保持に求めた村野は、この詩観 追求する場 して、 『新 論』
 
を創刊した であろう。その後も六十五号の「後記」では 「テーマ詩」の依頼が多い現状 は、 「自由で本当 も書き度いと思ふ」ので「詩論』があることは便利だ。 」と述べ、 「寄稿者諸氏も恐 くさうであらうと思ふ。どうぞ自由に思ふ存分に利用していただき度いと思ふ。 」との要望も付け加えている。 「実用性」の詩が要請される状 中で、 『新詩論』が刊行される意味と可能性を、村野は繰り返し強調していた。
一方、北園は、 『新詩論』で追求する主題を明らかにして、刊行への期

















たが、北園にとって『新詩論』は、 「郷土主義への回帰」 追求を展開する場として意識されていたのであろう。創刊号の巻頭詩論で、北園は「後記」の提起を深化させ 「詩に於ける民族性」から「思考 イメイヂとの有機的関連」を探り、 「純粋で充実した詩」への経路を考察 が、こ論から北園は『新詩論』での「郷土主義」 探求を始めていった。
村野、北園が創刊号「後記」で示した方向のうち、五十八号以降の誌面

































北園の郷土詩論を補強する 考を重ね、 『新詩論』での「郷土主義」論に厚みを与えている。村野もまた五十八号の巻頭詩論では、詩の評価基準として「祖国的な、郷土的な世界の中に いかに純一にして完全な新 い事物性が獲得されてゐるか」をあげ、 「…祖国的には限定された世界 中に現代詩の詩精神の純粋を求むべき」と語り、 「郷土主義」と重なる視点を提示していた。笹沢、村野は論だけではなく、郷土詩と思われる詩しているが、他にも郷土詩の寄稿者として 長田恒雄、木津豊太郎、八十島稔、東潤、富士武、木原孝一、城左門、鳥居良禅等があげられる。
Ⅳ
寄稿者を広く求める方針は順調に進められ、六十号「後記」によれば、








同人誌からの寄稿者を迎えることで、刊行基盤の強化を図ったのであろう。この傾向はその後も続き、六十三号ま に「ベテラン」の佐伯郁郎 他に、『新領土』からは小川富五郎が、ＶＯＵクラブメンバーからは木原孝一、富士武、金璟麟、鳥居良禅が『新詩論』への寄稿を開始している。注目されるのは、これらのメンバー 中にはその後も寄稿を重ね、 『新詩論』を支える書き手となっていく者が複数見られることで、創刊号メ バーの岡崎、長田、笹沢、安藤、村野 北園とともに 五十八号から六十三号までに登場した寄稿者のうち、五編以上の寄稿者となる者としては、木下 岩佐、町田、城、河野陸 他に今田、小林、酒井 黒田 木津、木原 鳥居があげられ、村野 北園の期待 応えるように、 『新詩論』寄稿者 中核となっていく。
有力な寄稿者となった旧『新領土』同人やＶＯＵクラブメンバーの加入








































































汎論』等 も活動をしてい 相田、吉木 田久のような力 ある新進が含まれ、優れた詩人の「発見」に繋がっ と思われる。さらに「発見」の方
策となったのが、地方や外地の同人誌に所属する詩人への注目であった。六十一号の台湾 楊雲萍を始めに、六十二号では在中国の渡辺孝、六十四号では秋田の五百旗頭欣一と朝鮮の黄民の、六十六号では北海道 小柳透の作品が掲載され、各号 「後記」ではそれぞれの所属同人誌名も紹介される。掲載されたのは いずれも地方性や郷土詩 性質が現れた作品で、「郷土主義」の視点からの新人発掘が図られていた。
Ⅵ




で復活し、さらに細やかな視線が新人に宛てら 、翌七十号「後記」でも投稿の秋谷と初掲載となった国友千枝の作品に「清新の気にみちたもが指摘される。七十号の村野の「後記」では 北園に先行して健康を損ねていた自己とともに、編集担当からの退任を提案したところ、北園 即座に拒絶し との話が紹介されるが、疾病 抱えつつも刊行へ 意欲は失われることなく、 身のエッセイと詩 掲載 続けられると もに その意欲は新たな寄稿者の発掘にも向けら た であろう。さらに村野 また新人への強い期待を表明し、誌面にも積極的 反映させていた。再度ダウンした北園に代わって七十五号の編集を担当したが、村野の「後記」 よれ
─ 2（ ─

















けていく新進 とって、 『新詩論』は活動の出発期で 発表の場であり、その後の展開を導く貴重な場 もあった。 『新詩論』の特長については、「郷土詩」を浸透させた誌詩、あるいは戦時中でも詩的価値を主張した詩
誌等の視点からの評価が想定できるが、同時に新人を発掘し育成した詩誌としての評価も見ることができると思われる。注 （１（














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































    
　
 長田
　
恒雄
　　
146〜
147
　
山茶花
 
　　　　　　
笹沢
　
美明
　　
148〜
149
　
詩と戦力
 
　　　　　
木下常太郎
　　
148〜
149
　
愛鷹山
 
　　　　　　
町田寿衛男
　　
150〜
151
　
想像の犬
　　
  
　　
木津豊太郎
　　
150〜
151
　
萩
 
鳥居
　
良禅
　　
151　　
　
気儘な美食家
　
  
　
笹沢
　
美明
　　
152〜
153
　
唄
　　　　
  
　　　
矢野
　
和幸
　　
154　　
　
覚書
（三（
 
　　　　
城
　　
左門
　　
154〜
155
　
夕ぐれ
 
　　　　　
河野
　　
陸
　　
155　　
　　
山宿の夜
 
　　　　
谷
　　
健司
　　
156　　
　　
雨の記
 
　　　　
今田
　　
久
　　
156〜
157
　　
石
 
　　　　　　　
金
　　　
郁
　　
157　　
　　
紀の秋
 
　　　　
八十島
　
稔
　　
158〜
159
　　
今日の渓流
 
　　　
鳥居
　
良禅
　　
158〜
159
　
後記
 
　　　
村野四郎・北園克衛
　　
160　　
 
（いのくま
　
ゆうじ
　　
日本語日本文学科（
